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形K2ZC-K2WR-NR 逆電力継電器（三相平衡用）（RPR、67P）

１．目的

電力系統側が停電し、発電設備が単独運転状態となった場合、発電設備の電力が電力系統側に流出（逆潮流と

いいます。）します。逆潮流を許容しない連系では、受電端で流出する電力（＝逆電力）を検出し、発電設備を系

統から解列します。

２．特長

・高感度検出（定格電力953W の0.25％まで整定可能）。

・動作逆電力は整定値の95％動作としています。

３．種類

４．定格と仕様
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５．性能
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６．動作とブロック図

①動作

入力電圧は内部の抵抗器により降圧され、フィルタ回路で高周波と高調波成分を除去して基本波成分を取り出

し、A/D 変換器でデジタル信号に変換されます。入力電流は、継電器内部の検出用変流器で電圧変換された

後、入力電圧と同様な経路を通っていきます。

デジタル信号化された電力データは、マイクロコンピュータで動作電力整定値と比較演算処理されます。その結

果、電力データが動作電力整定値以上の場合はタイマ処理をおこない、規定時間以上経過すると、出力リレーを

動作し動作表示を点灯します。

②ブロック図
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７．動作特性図

①検出特性 ②動作時間特性

８．表面パネルと端子配置図

表面パネル 端子配置図 試験時配線

Ｓ１，Ｓ２にＤＣ２４Ｖ

Ｌ２配線外し

Ｃ１Ｓに電流Ｋｔ

Ｃ２Ｓに電流Ｌｔ

Ｐ１，Ｐ３短絡して電圧Ｖ

Ｐ２に電圧Ｅ

信号ケーブルａ－ａ
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９．外部接続例

下記配線は、Ｒ相、Ｔ相の逆相をとって、Ｓ相電流を検出する配線例です。OCR-H等の CT
と共用する場合に便利な配線です。

下記配線は、Ｓ相から電流を検出する配線例です。
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１０．整定例（計算例）

①逆電力整定値

系統連系保護では、発電機単機容量の10％前後の逆電力を検出することが多いようです。そこで、次の系統に

おいて発電機容量の10％の逆電力を検出する計算例を下図の系統に従って示します。

検出逆電力PR は

PR ＝P×10％

＝500×103×0.1＝50×103（W）

PR ＝√3×V×I×TAP（％）ですから

V ＝一次側電圧（6600V）

I ＝CT 一次側定格電流（100A）

TAP（％）＝PR/（√3×V×I） ×100

＝50×103 /（√3×6600×100） ×100＝4.4％

従って4％タップに整定します。

この時の継電器の動作逆電力Po は

Po＝√3×V×I×TAP（％）×0.95

＊0.95 は95％動作を表します。

＝√3×6600×100×0.04×0.95＝43.4×103（W）

となります。また、低圧側（継電器入力）電力では

PO＝√3×V×I×TAP（％）×0.95

＝√3×110×5×0.04×0.95＝36.2W

となります。入力電圧を110V 一定として、電流を変化

させた場合は

I＝I×TAP（％）×0.95

＝5×0.04×0.95＝190mA

で動作することになります。

②動作時間整定

次の項目を考慮して整定します。

・系統側停電後、逆潮流があり充電による危険性を考えた場合には、1 秒以下が望まれます。

・発電機を並列投入した時に発生する電力動揺（パワースィング）により、RPR が不必要動作しない時間。

並列される系統、発電機容量・回転制御系の応答時間等によって変わりますが、0.5 秒から数秒間必要だとも言

われています。

・変圧器の励磁突入電流も考慮。

構内の変圧器を無負荷で投入しますと、過渡的な大きな励磁突入電流により、電流位相が極端に遅れ、逆電力

として検出してしまう場合があります。励磁突入電流の影響が想定される場合には、0.5 秒以上の整定で誤動作

を避けてください。
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１１．試験回路と判定基準

１相回路での試験回路を示します。

①試験回路例

②試験方法

・単相試験での動作電流を求めると

３相電力 Ｐ３＝√３ＶＩ cosφ
１相電力 Ｐ１＝Ｖ'Ｉ'cosφ（試験回路における検出電力）

Ｐ１＝Ｐ３

Ｖ'Ｉ' ＝√３ＶＩ Ｖ'＝２Ｖ（継電器内部で２倍の電圧となるため）
Ｉ'＝√３／(２Ｖ) ×ＶＩ＝√３／２ ×Ｉ

１相回路で試験すると√３／２倍の電流を流すことになります。

各タップの動作電力値（電圧を 110V 一定にした場合は動作電流値）は次のとおりです。
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・検出特性（位相特性）を確認する場合には電圧入力側に移相器を挿入して行い、継電器

が動作する時の電圧と電流の位相差を読み取ります。

・動作時間測定は整定値の 0％から 105％に急変して測定します。

③判定基準

注．現場試験参考値：進み、遅れ 30度の動作値誤差は力率 1の動作値に対し± 30％以下
となります。

１２．正しくお使いください

・RPRは極性を有していますので外部配線に注意してください。

１３．組み合わせ変圧器（VT）、変流器（CT）
市販の VTと CTをお使いください。
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・逆電力継電器試験（某企業 受電室協調盤）

種 別 連 動
回路名称 継 電 器

または場所 製造者 型 式 製造番号 製造年

ＲＰＲ ＶＣＢ 受電室協調盤 OMRON K2ZC- 380221 2003
(52B) K2WR-NR

V-I特性動作電流 動作位相特性(V=110V) 動作時限測定値 結

整定値 V=110Vφ=180 ° V=110V ±150°特性 V=110V,I=86mA 備 考

φ=180° 果

ﾀｯﾌ゚ 動作値 進み 遅れ 進み 遅れ 時限 動作時間

(%) (mA) (°) (°) (mA) (mA) ﾀ ｯ ﾌ゚ (S)

ﾀ ｯ ﾌ゚ (%) 1 － 0.1 －

2 1.5 － 0.9 0.904

－ 2 82 +150 -150 95 95 2 － 良

4 － 4 －

時 限(S) 8 － 6 －

0.9 10 － 10 －

・動作値試験

逆電力継電器の場合、電圧、電流、力率のどの要素が変化しても動作します。しかし、一

般的な試験方法は、電流出力のみを変化させ試験を行います。

単相入力による逆電力継電器の試験は、√３／２倍の電流を流し試験を行います。

継電器の整定タップは２％なので、動作電流は下記のようになります。

√ 3× 110V× 5A× 2%/100＝ 19.1W
動作値は整定タップの９５％なので

19.1W× 95%/100＝ 18.1W
電圧は一定なので

18.1W÷(√ 3× 110V)＝ 95mA
単相試験の場合は、√ 3/2倍の電流を流すため

95mA×√ 3/2＝ 82.3mA
の電流値になります。



- 10 -

・位相特性試験

位相特性の測定は、電圧は一定で力率を進み、遅れで位相ポイントを決め動作電流値を測

定します。

例として進み、遅れ各１５０°の場合の測定を説明します。

継電器の整定タップは２％で、進み、遅れ１５０°のときの動作電流は下記のようになり

ます。

√ 3× 110V× 5A× 2%/100＝ 19.1W
動作値は整定タップの９５％なので

19.1W× 95%/100＝ 18.1W
電圧は一定なので

18.1W÷(√ 3× 110V)＝ 95mA
単相試験の場合は、√ 3/2倍の電流を流すため

95mA×√ 3/2＝ 82.3mA
進み、遅れ１５０°の電流値は

82.3mA× 1/cos150°＝ 95mA
の電流値になります。

・動作時間試験

動作時間の測定は、電圧、力率は一定で電流を 0％から 105％に急変させたときの動作時
間を測定します。

82.3mA× 1.05＝ 86.4mA


